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　2022年３月６日、29都道府県43名が参加して、2021

年度の自然保護委員総会・全国委員長会議を開催しま

した。コロナ禍で多くの活動や会議が中止や延期を余

儀なくされている中、何とか開催に漕ぎつけることが

できました。当委員会初の全国規模のＷＥＢ会議とい

うことで相当な時間と労力を掛けて準備してきました

が、当日は不安定な音量や画面共有場面等に不手際が

あり、会議運営に多くの課題を残しました。とはいえ、

これまでになく多くの地域からの参加を頂けたことは、

まさしくＷＥＢ会議の優位性の表われでした。

　当日の会議では、ＰＣを通しての発言に不慣れな参

加者も多々いらっしゃいましたが、お国言葉が飛び交

う和気藹々の雰囲気の中にも真摯な意見交換が行われ

ました。

　総会に先立ち、全国の自然保護委員会がこれまで

行ってきた活動および今後実行予定の活動をＳＤＧｓ

な視点で捉えるアンケートを実施、併せてそれらの活

動を円滑に行うために何が問題となるかについて洗い

出しをお願いし、全国39の都道府県からご回答を頂き

ました。活動がＳＤＧｓのどの目標に合致するか大変

迷われたとのお声が多数ありましたが、当日の議論で、

ＳＤＧｓな活動がいくつもの目標に繋がり、またあら

ゆる場面で数限りなく存在すること、私たちがこれま

で続けてきた山岳環境を護る活動はまさしくＳＤＧｓ

な活動であることを再認識されたと思います。

　そして「山の緑を守り、素晴らしい日本の山岳美を未

来に残そう」を大会スローガンとして決したことで、全

国の自然保護委員会は各地域の実情にあった山岳環境

保全活動を益々充実活性化させていこうとの思いを強

くされたと感じました。

　また、これまで発信力のなさから「活動が見えにく

い」とのご批判を頂いてきましたが、少しでも「見える

化」するために、全国の自然保護委員会のＳＤＧｓな活

動を『登山月報』のこの連載にリレー方式で投稿してい

こうとの提案も了承されました。早ければ次号より、沖

縄県から開始致します。連載が途切れることなく全国

を巡りますよう、ＪＭＳＣＡ委員会も協力していきた

いと思います。

　また今回、ＪＭＳＣＡ委員会から「森林の整備」を

全国的に展開することの可否をお諮りしたところ、サ

ポートがあればの条件付きも含めると８割強の都道

府県から活動したいと回答を得ました。これまで取り

組んできた山岳環境保全活動の一環であり、延いては

温暖化対策としてのカーボンニュ―トラルの一助とな

り、自然生息地の劣化を抑制することで生物多様性と

生態系の保全を果たし、災害のリスクも軽減して「誰も

取り残さない持続可能な社会を作ること」に繋がるＳ

ＤＧｓな活動であるとの認識も共有できたと思います。

　事前アンケートでは、具体的に取り組みことが可能

な活動としては「登山道整備」がトップ、次いで「外来

種対策」、そしてその次が「植林」や「間伐・下草刈り」

となっています。さらに、活動する上での問題点とし

て、「老齢化」「人出不足」「資金不足」「スキルがない」「活

動に必須の器機が不足」等々が挙げられました。

　また併せて回答頂いた近年の『委員会活動報告』によ

れば、「登山道整備」や「外来種対策」は既に多くの委員

会が取り組んできている活動であることもわかりまし

たので、次年度からは「植林やその維持管理の活動」を

メインに取り組んでいこうと考えています。回答頂い

た問題点をクリアし、活動が順調に広がるような様々

な方策を検討しています。

　全国の山屋さん、「森林整備」活動の全国的な推進に

是非ともご協力を賜りたくお願い致します。

　なお、総会報告および事前アンケート結果等々の総

会資料は順次ＪＭＳＣＡのＨＰにＵＰしていきますの

で、ご覧頂きたいと思います。

（自然保護委員長　小髙令子）

登山部
自然保護委員会自然保護委員会のSDGsな活動③


